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二
月
七
日
の
「
北
方
領
土
の
日
」
に
お
け
る
返
還
要
求
大
会
に
対
す
る
政
府
の
関
与
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意

書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
三
八
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

毎
年
二
月
七
日
の
「
北
方
領
土
の
日
」
に
、
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
（
以
下
、

「
大
会
」
と
す
る
。
）
の
実
行
委
員
会
（
以
下
、
「
実
行
委
員
会
」
と
す
る
。
）
に
つ
き
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
北
方

領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
（
以
下
「
大
会
」
と
い
う
。
）
の
大
会
実
行
委
員
会
（
以
下
「
実
行
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
連
絡
協
議
会
の
構
成
団
体
、
全
国
知
事
会
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国

市
議
会
議
長
会
、
全
国
町
村
会
及
び
全
国
町
村
議
会
議
長
会
並
び
に
内
閣
府
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ

て
い
る
。
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
連
絡
協
議
会
の
構
成
団
体
」
を
全
て
挙
げ
ら
れ
た
い
。

二

北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
の
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
に
臨
む
政
府
の
公
式
な
方
針
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
詳
細
に
説
明

さ
れ
た
い
。

三

一
の
「
構
成
団
体
」
の
中
に
、
北
方
領
土
問
題
に
関
し
、
二
の
政
府
の
公
式
な
方
針
と
相
容
れ
な
い
、
ま
た
は
大
き
く
異

な
る
方
針
を
掲
げ
て
い
る
団
体
は
あ
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

一



四

三
で
、
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
政
府
が
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
交
渉
を
行
う
上
で
足
か
せ
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府

の
見
解
如
何
。

五

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
た
、
「
大
会
」
を
開
催
す
る
た
め
に
「
実

行
委
員
会
」
が
支
出
し
た
金
額
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
八
三
二
万
七�
九
三
五
円
、
八
一
三
万
四�
六
九
四
円
、
八
四
〇
万
三

〇
五
円
、
八
六
二
万
七�
六
一
八
円
、
八
〇
三
万
九�
二
六
七
円
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
成
二
十
二
年
度
か

ら
十
三
年
度
ま
で
の
北
対
協
に
よ
る
「
実
行
委
員
会
」
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
六
四
万
七�
九
三
五
円
、

七
四
五
万
四�
六
九
四
円
、
七
七
一
万
三
〇
五
円
、
七
八
〇
万
円
、
七
三
三
万
九�
二
六
七
円
、
七
三
八
万
四
三
九
円
、
七

八
〇
万
円
、
七
八
〇
万
円
、
八
〇
〇
万
円
、
一�
〇
二
五
万
五�
九
二
三
円
で
あ
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
「
大
会
」
の
実
施
に
毎
年
八
〇
〇
万
円
以
上
も
の
費
用
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
根
拠
は
何
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
出
項
目
は

何
で
あ
る
か
、
政
府
と
し
て
詳
細
を
把
握
し
て
い
る
か
。

六

「
大
会
」
の
案
内
が
出
さ
れ
て
い
る
政
党
の
範
囲
に
関
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
大
会
の
開
催
時
間
や
会
場
の
制
約

等
を
勘
案
し
て
、
毎
年
、
実
行
委
員
会
の
幹
事
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
九
十
四
号
）
第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
全
て
の
政
党
に
案
内
を
出
し
て
い
る
わ
け

二



で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
は
「
大
会
の
開
催
時
間
や
会
場
の
制
約
等
を
勘

案
し
て
、
」
と
あ
る
が
、
何
を
ど
う
勘
案
し
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
三
条
第
二
項

第
一
号
及
び
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
政
党
の
中
か
ら
「
大
会
」
に
案
内
を
出
す
政
党
を
選
出
し
て
い
る
の
か
、
そ

の
基
準
に
つ
い
て
更
に
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

七

一
方
で
、
本
年
の
「
大
会
」
の
開
催
に
際
し
て
は
、
六
の
答
弁
と
異
な
り
、
全
て
の
政
党
に
案
内
が
出
さ
れ
て
い
る
と
承

知
す
る
が
、
右
は
な
ぜ
か
。

八

一
般
に
政
党
と
は
、
国
民
の
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
構
成
人
数
の
多
寡
に
よ
り

そ
の
意
義
に
差
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
民
意
を
体
現
す
る
団
体
と
い
う
意
味
で
は
、
各
政
党
の
存
在
意
義
に
差
は
な
い
も

の
と
考
え
る
。
「
前
回
答
弁
書
」
に
は
「
全
て
の
政
党
に
案
内
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
あ

る
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
「
大
会
」
の
運
営
こ
そ
が
不
適
当
で
は
な
い
の
か
。
北
方
領
土
問
題
は
日
本
国
家
の
主
権
に

関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
国
民
の
総
意
を
持
っ
て
解
決
に
望
ま
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
、
全
て
の
政
党

に
案
内
を
出
す
の
が
当
然
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

九

本
年
の
「
大
会
」
に
お
い
て
、
案
内
を
出
す
政
党
の
範
囲
に
関
し
て
も
、
一
の
「
構
成
団
体
」
の
中
か
ら
、
全
て
の
政
党

三



に
案
内
を
出
す
こ
と
に
強
硬
に
反
対
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
反
対
し
た
人
物
、
そ
の
理
由
等
の
詳
細

に
つ
き
、
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。

十

「
前
回
答
弁
書
」
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
十
八
年
度
に
お
け
る
、
「
大
会
」
実
施
の
支
出
額
に
占
め
る
政
府

の
助
成
額
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
九
一
�
八
％
、
約
九
一
�
六
％
、
約
九
一
�
八
％
、
約
九
〇
�
四
％
、
約
九
一
�
三
％

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
大
会
」
を
運
営
す
る
上
で
必
要
な
資
金
の
ほ
と
ん
ど
が
、
政
府
か
ら
の
助
成
、
つ
ま
り
国

民
の
税
金
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
ま
ぎ
れ
も
な
い
実
態
で
あ
る
。
「
大
会
」
の
運
営
に
関
し
、
「
前
回
答
弁

書
」
で
は
「
大
会
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
も
構
成
員
と
し
て
参
画
し
て
い
る
実
行
委
員
会
の
幹
事
会
に
お
い

て
、
適
切
な
手
続
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
に
鑑
み
る
時
、
六
等

で
縷
々
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
大
会
」
の
案
内
を
出
す
範
囲
が
不
透
明
な
基
準
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
り
と
、
と
て
も

「
適
切
な
手
続
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
」
と
は
言
え
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

十
一

「
大
会
」
の
運
営
の
あ
り
方
並
び
に
「
実
行
委
員
会
」
の
構
成
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
見
直
し
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


